
特 別 対 談
新 春

吉
村
社
長（
以
下
、
吉
村
）
わ
が
国
の
企

業
の
99.
7
％
が
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
多
く
を
傘
下

に
も
つ
全
国
中
央
会
の
会
長
に
2
0
1
9

年
6
月
に
就
任
さ
れ
、
同
年
11
月
鹿
児
島

で
開
催
さ
れ
た
令
和
最
初
の「
第
71
回
中
小

企
業
団
体
全
国
大
会
」も
大
盛
会
で
し
た
。

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

森
会
長（
以
下
、
森
）
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。「
つ
な
が
る
ひ
ろ
が
る
連
携
の

架
け
橋
」を
共
通
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た「
第

71
回
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
」も
無
事
開

催
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
策
を

発
信
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

中
央
会
は
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
組
合
組
織
を
束
ね

る
団
体
と
し
て
、
1
9
5
5（
昭
和
30
）年

か
ら
順
次
都
道
府
県
中
央
会
が
設
立
さ
れ
、

1
9
5
6（
昭
和
31
）年
4
月
に
全
国
中
央

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
中
央
会
は
今
日

に
至
る
ま
で
中
小
企
業
連
携
組
織
と
し
て
、

中
小
企
業
の
発
展
の
た
め
尽
力
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者

が
単
独
で
は
対
応
で
き
な
い
課
題
を
連
携

に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
、
と
い
う
の
が
中

央
会
の
目
的
で
す
。
中
央
会
で
は
こ
の
精

神
を「
相
互
扶
助
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

現
在
会
員
数
約
2
万
7
0
0
0
、
企
業

数
約
2
8
0
万
、
全
国
の
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
の
約
65
％
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
て
い
る
、
わ
が
国
最
大
の
中
小
企
業
団

過去の経験則や成功ᤀ様な視点で課題解決に取り組む

体
で
す
。

就
任
以
来
、
台
風
・
大
雨
に
よ
る
自
然

災
害
や
、
消
費
税
引
き
上
げ
へ
の
対
応
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、

中
央
会
の
パ
ワ
ー
を
結
集
し
て
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

吉
村

生
命
保
険
事
業
の
精
神
も
「
相
互

扶
助
」
が
基
本
理
念
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

同
じ
言
葉
を
中
央
会
で
も
基
本
理
念
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ご
縁
を
感
じ

ま
す
ね
。

さ
て
、
現
在
の
中
小
企
業
を
取
り
巻
く

環
境
に
つ
い
て
で
す
が
、
慢
性
的
な
人
手

不
足
は
と
り
わ
け
中
小
企
業
に
お
い
て
深

刻
で
、
人
材
確
保
に
工
夫
を
こ
ら
す
と
と

も
に
、
1
人
あ
た
り
の
生
産
性
を
上
げ
て

い
く
取
り
組
み
も
不
可
避
で
す
。
ま
た
、

昨
今
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る
「
働

き
方
改
革
」
に
関
し
て
も
、
人
材
確
保
の

観
点
か
ら
み
て
中
小
企
業
と
し
て
も
真
剣

に
向
き
合
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
ね
。

政
府
が
全
国
平
均（
加
重
平
均
）
で

1
0
0
0
円
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
も
中

小
企
業
の
経
営
に
と
っ
て
は
ス
ト
レ
ー
ト

に
響
い
て
き
ま
す
し
、
一
方
で
後
継
者
へ

の
事
業
承
継
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
と
い

う
現
実
も
あ
り
ま
す
。

森

ご
指
摘
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
下
に

あ
っ
て
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
が

生
き
残
っ
て
い
く
た
め
の
解
決
策
を
考
え
、

実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

中
央
会
と
し
ま
し
て
は
、「
第
71
回
中
小
企

業
団
体
全
国
大
会
」
で
６
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
ま
し
た
。

全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

会
長

「ビジネスマッチング」などで
中小企業のビジネス拡大に貢献

大
樹
生
命
保
険
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

【大樹生命保険株式会社】
1927（昭和2）年に三井生
命保険株式会社として創
業。初代社長は団琢磨。
1970（昭和45）年主力商品
の「大樹」を発売。2019年、
現社名に商号変更。

【全国中小企業団体中央会】
1956（昭和 31）年設立。
47の都道 府県中 央 会、
273の中小企業団体など、
93の業界団体・金融機関
など（2019年 3月末現在）
を会員とする全国組織。

中
小
企
業
を
取
り
巻
く

課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
て

「
中
央
会
の
共
済
事
業
」
を
通
じ
て
当
社
と
長
年
の
お
付
き
合
い
が
あ
る
中
小
企
業
団

体
中
央
会（
以
下
、中
央
会
）。そ
の
全
国
組
織
で
あ
る
全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会（
以

下
、
全
国
中
央
会
）
の
会
長
を
務
め
る
の
は
、
2
0
1
9
年
6
月
に
選
任
さ
れ
た
森

洋
氏
（
神
奈
川
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
）
で
す
。

そ
の
森
会
長
と
当
社
の
吉
村
俊
哉
・
代
表
取
締
役
社
長
が
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
を
取
り
巻
く
課
題
と
そ
の
解
決
に
向
け
て
の
道
筋
、
当
社
と
中
央
会
の
連
携
の
姿

な
ど
に
つ
い
て
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。 森

洋
吉
村
俊
哉

大樹生命保険株式会社　繁栄２０２０年２月号に掲載の記事です
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１
．
生
産
性
向
上
・
も
の
づ
く
り
対
策

の
強
化

２
．
消
費
税
対
策
と
事
業
承
継
施
策
の

強
化

３
．
労
働
・
雇
用
・
社
会
保
険
料
対
策

の
推
進

４
．
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
対
策
の
拡
充

５
．
震
災
復
興
・
災
害
対
策
の
拡
充

６
．
中
小
企
業
組
合
等
連
携
組
織
対
策

の
拡
充

こ
う
し
て
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
中
心

に
全
国
大
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望
事
項
は
、

政
府
・
地
方
公
共
団
体
・
関
係
機
関
な
ど
、

皆
さ
ま
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
解
決
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

吉
村
６
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
す
べ
て
重
要
で

す
ね
。
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
は
わ

が
国
の
産
業
を
支
え
る
大
切
な
柱
で
あ
り
、

そ
の
柱
が
揺
ら
ぐ
こ
と
は
わ
が
国
に
と
っ

て
大
き
な
問
題
に
な
り
ま
す
。

森

地
域
経
済
を
支
え
て
い
る
の
は
、
中

小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
と
い
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
の
減
少
は
地
域
経
済
の
衰

退
に
直
結
し
ま
す
。
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
に
合
わ
せ
た
施
策
が
必
要
で
し
ょ
う
。

森

社
名
を
大
樹
生
命
に
変
更
し
て
1
年

近
く
経
過
し
ま
し
た
が
、
認
知
度
も
か
な

り
上
が
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

吉
村
当
社
は
2
0
1
9
年
4
月
、
三
井

生
命
保
険
株
式
会
社
か
ら
大
樹
生
命
保
険

株
式
会
社
に
社
名
を
変
更
し
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
新
社
名
も
か
な
り
浸
透
し
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

森

そ
れ
に
し
て
も
、
社
名
変
更
と
い
う

の
は
大
き
な
決
断
で
し
た
ね
。

吉
村
当
社
に
お
け
る
悲
願
で
あ
っ
た
保

有
契
約
年
換
算
保
険
料
反
転
が
実
現
し
た

こ
と
を
受
け
て
、
新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
で
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
臨
む
こ
と
を
決
断
し
ま
し

た
。
新
社
名
に
は
「
大
樹
」の
よ
う
に
し
っ

か
り
と
大
地
に
根
を
張
り
、
晴
れ
の
日
も

雨
の
日
も
お
客
さ
ま
を
守
り
、
よ
り
そ
い
、

そ
し
て
多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
く
る
保
険

会
社
を
目
指
そ
う
、
と
い
う
想
い
を
込
め

て
い
ま
す
。

森

大
樹
生
命
と
中
央
会
と
は
、
二
人
三

脚
で「
中
央
会
の
共
済
事
業
」を
育
て
て
き

た
長
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

吉
村
1
9
7
3（
昭
和
48
）年
10
月
、
中

国
地
方
５
県
中
央
会
か
ら
「
特
定
退
職
金

共
済
制
度
」
運
営
の
受
託
機
関
に
指
名
い

た
だ
い
て
以
来
、
46
年
に
わ
た
り
お
付
き

合
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
現
在
で
は
、

44
都
道
府
県
中
央
会
と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま

な
共
済
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
と

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に

役
立
つ
共
済
事
業

く
に
団
体
扱
（
オ
ー
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
プ
ラ
ン
）は
こ
の
10
年
で
保
有
契

約
件
数
が
2
倍
に
な
る
な
ど
、
順
調
に
推

移
し
て
い
ま
す
。ま
た
、本
社
に
は「
中
央
会

の
共
済
事
業
」を
専
管
と
す
る
組
織
を
設
置
、

全
国
の
支
社
に
は
「
中
央
会
の
共
済
推
進
」

を
主
要
な
業
務
と
す
る
要
員
を
配
置
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。

森

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
現
下

の
最
大
の
経
営
課
題
は
、
人
手
不
足
と
人

材
確
保
・
定
着
で
す
。
個
々
の
企
業
が
単

独
で
で
き
な
い
こ
と
を
中
央
会
と
い
う
組

織
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
大
手
企
業

と
同
等
の
福
利
厚
生
制
度
が
導
入
で
き
る

「
中
央
会
の
共
済
事
業
」
は
、
ま
さ
に
連
携

の
賜
物
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

吉
村
当
社
も
各
都
道
府
県
中
央
会
と
連

携
し
、「
中
央
会
の
共
済
事
業
」を
通
じ
て

会
員
組
合
傘
下
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
福
利
厚
生
制
度
普
及
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
た
い
へ
ん
光
栄
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
使
命
感
を
も
っ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

吉
村
今
後
の
中
央
会
に
つ
い
て
、
森
会

長
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森

こ
れ
ま
で
の
経
験
則
や
成
功
事
例
が

通
用
し
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ

れ
て
久
し
い
で
す
が
、
と
く
に
A
I（

人

工
知
能
）や
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）と
い
っ
た
新
た
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
ど

う
向
き
合
い
生
産
性
を
向
上
さ
せ
て
い
く

か
、
避
け
て
通
れ
な
い
課
題
で
す
。
働
き

方
改
革
へ
の
対
応
も
待
っ
た
な
し
で
進
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
中
央
会
は
、
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
役
立
つ
、

頼
り
に
な
る
存
在
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
過
去
の
延
長
線
上
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
向
か
ら
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に

向
け
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
中
央

会
の
声
を
発
信
し
、
中
央
会
の
認
知
度
を

上
げ
る
こ
と
も
会
長
と
し
て
の
大
切
な
職

務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

吉
村
各
地
の
中
央
会
と
当
社
の
現
地
支

社
に
お
い
て「
セ
ミ
ナ
ー
」「
異
業
種
交
流
会
」

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
が
中
小
企
業
・
小
規
模

事
業
者
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

森

い
ろ
い
ろ
な
お
付
き
合
い
の
な
か
か

ら
、
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
れ
ば
素
晴
ら
し
い

で
す
ね
。

吉
村
今
後
と
も
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
本
日
は
ご
多
用
の
と
こ
ろ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

森
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

対 談 を 終 え て

　2019年 6月に全国中央会の会長に就任した森洋
氏は、神奈川県内で給油所を運営する株式会社富士
オイルの代表取締役。業界団体である全国石油商業
組合連合会の会長も務め、また全国石油政治連盟の
会長経験もあることから、政界を含めた幅広いネッ
トワークをもち、政策通としても知られています。
人手不足や最低賃金引き上げ、後継者難、短時間
労働者への厚生年金適用拡大問題など、中小企業に
とってどこを向いても難問だらけ。しかし、そんな
時期だからこそ、一家言をもつ森氏の登板は時宜を
得たものといえるでしょう。
　たとえば、ハイペースで引き上げられる最低賃金
について「とくに地方の中小企業は打撃が大きい。
人件費の増加分を生産性向上でまかなうためには、
中小に仕事を発注している大企業の協力が不可欠」
などと断じます。
　いかにして日本の中小企業の未来を切り開いてい
くか。その手腕に注目が集まります。

中
央
会
の
今
後
と
共
済
事
業




